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まえがき

目次にあるように、 この講究録は 1994年 1月 11日から 13日まで開かれた研究集会の記
録である。私自身と山崎満氏以外の講演者からは期日の 1994年 3月末までに原稿を戴き
ながらこのように出版が遅れたことをお詫びする。責任は全て私にある。 この年の 9月

戸瀬信之氏を代表者とする短期共同研究「D加群の vatnshing cycleとその応用」が開か

れ、 そこでも関連する報告をした。そのため、 同じような講究録原稿を二つ書かねばな
らないことになって、 筆が進まなくなってしまった。今回の原稿ではそれらを–本にし
た。 12節の中頃までと 17節が 1月に話したことで、 その他の偏微分方程式の基本解の計
算は 9月に報告したことである。細部についてはその後の改良も加わっている。研究代
表者である立場を利用したこのわがままを許して頂きたい。

1995年 12月 22日

小松彦三郎
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